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2025年 10月 1日 

アサヒグループ食品株式会社 

報道関係者各位 

 

【2025年 10月 育児・介護休業法改正】 

和光堂、“共育
トモイク

時代”における離乳食のあり方を提起する 

『もぐもぐ白書』発表 
 

育児の悩み第 1位は「食事・離乳食」！ 

「子どもの食事の世話に関わりたい」パパは 8割いる一方、 

子どもの食事を夫婦で分担している家庭は約 1割 
 

～リアルな現代のママ・パパの育児の悩み・課題を調査～ 

 

アサヒグループ食品株式会社（本社 東京、社長 川原浩）は、2025 年 10 月 1 日に離乳食に関する意識調査

や日本ベビーフード協議会の自主規格、和光堂の品質基準など、「共育
トモイク

時代」における離乳食のあり方を提起する

「もぐもぐ白書」を発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本白書公開の背景 

「育児・介護休業法改正」により、従業員 300 人超の企業には、自社のウェブサイトや厚生労働省の専用サイト

などで育児休業取得情報の公表が義務化され、男性の育児休業取得率も公表する必要があり、育児を社会全体

でシェアする流れが加速しています。こうした中で、「共育（トモイク）」というキーワードが注目を集めています。 

こうした社会的背景を受け、改めて離乳食に関する意識調査を実施し、『もぐもぐ白書』として発表いたします。 

 

本白書は、ベビーフードの品質基準や活用の意義を改めて伝えるとともに、現代のママ・パパが抱える育児（特

に食事面）の悩みや実態を浮き彫りにすることを目的としています。調査結果からは、栄養やアレルギー対応に加

えて、子どもの「食べ方の成長」に応じた大きさ・やわらかさ・噛む力の配慮といった食設計の大切さが改めて明

らかになりました。 

さらに本白書では、ベビーフードの品質基準を知ることができるほか、和光堂が大切にしている「赤ちゃん品質」

の設計思想や、誰もが安心して選べる商品づくりのこだわりについてもご紹介いたします。 

白書 URL： https://community.wakodo.co.jp/community/mogumoguhakusho/mogumoguhakusho.pdf 
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■「もぐもぐ白書」について 

『もぐもぐ白書』では、共育
トモイク

時代における離乳食の重要性を改めて見直すとともに、正しい理解と安心感を広げ

ることを目的としています。本白書では、育児中のママ・パパを対象に調査を実施し、子育てや食事に関する悩み、

ベビーフードの役割、業界自主規格の認知状況、そして和光堂の独自品質基準などをテーマにデータを収集しま

した。これにより、現代の家庭における育児・食事の実態や課題を明らかにしています。 

さらに、和光堂が大切にしている「安全・安心」へのこだわりや、赤ちゃんの発達段階に応じた「赤ちゃん設計」の

考え方も紹介。ベビーフードの一口の大きさややわらかさ、噛む力まで丁寧に配慮した商品づくりの背景を知る

ことができます。 

 

 

＜もぐもぐ白書 一部紹介＞ 

第 1章：乳幼児の食事に関する意識調査 

育児の中心は“食事”！でも、正解がわからない？ 「共育
トモイク

時代」のママ・パパのリアルを調査 

調査の結果、ママ・パパが最も育児で時間をかけていることは「食事」であることが分かりました。また、離乳食期の子どもの食事

において、「栄養バランス」だけでなく、「月齢に合わせた食材の大きさや固さ」にも気をつけている人が多いことが明らかになりまし

た。また、子どもの食事に関する悩みは尽きず、バランス良くおいしく食べてもらえるようなメニューの考案に多くの人が頭を悩ま

せています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パパの育児参加に高まる期待。しかし、食事の分担にはまだ課題も。 

2025年 4月より育児・介護休業法が段階的に施行されておりますが、 2025年 10月に育児・介護休業法が改正されます。 

2025 年 4 月 1 日からの施行によって、従業員 300 人超の企業には、自社のウェブサイトや厚生労働省の専用サイトなどで育

児休業取得情報の公表が義務化され、男性の育児休業取得率も公表する必要があります。これにより、パパの育児参加が社会的に

可視化され、家庭内での役割分担、いわゆる「共育（トモイク）」の推進が期待されています。本調査では、育児・介護休業法改正をき

っかけに「子どもの食事の世話に積極的に関わりたい」と答えたパパが 8 割以上いることが明らかになりました。一方で、現在の子

どもの食事を「ママ・パパで分担している」と答えた家庭はわずか約 1 割にとどまり、離乳食期の食事の世話に関する「共育
トモイク

」には未

だ課題があることがわかる結果となりました。 
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食べていたものすら突然食べなくなる…永遠のテーマ「食べムラ」悩みとの向き合い方。 

 調査の結果、約 7 割のママ・パパが離乳食期に「子どもの好き嫌いや味の好みに気づいた経験がある」ことが明らかになりました。

「昨日まで食べていたのに食べなくなる」「食材の大きさで口にしない」といった声も多く、食事への悩みがうかがえます。一方で、ベ

ビーフードの利用率は7割超。外出時の携帯用をはじめ、「手作りに組み合わせて使う」「調理しにくい食材を補う」など、多様な場面

で活用されている実態がわかりました。 
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調査概要 

・調査地域：全国 

・調査方法：インターネットリサーチ 

・調査時期：2025年 8月 2２日（金）～8月 26日（火） 

・調査対象：生後 5か月～18か月の子をもつ、20～44歳の男女 

・有効回答数：1,000名  

 

 

第２章：「ベビーフード自主規格」について 

そのベビーフード、どんな基準で作られているか知っていますか？ 

子どもの食べものを選ぶとき、気になるのはやはり「安全性」。 

実はベビーフードには、国の基準に加えて、より厳しいベビーフード協議会で定めた「ベビーフード自主規格」が存在します。 

この自主規格は、日本ベビーフード協議会に加盟するメーカーによって採用されており、赤ちゃんの健やかな成長を支えるために、

より高い安全性と品質が求められています。和光堂もその取り組みに賛同し、ベビーフード協議会で定めた自主規格に則った安全・

安心な商品づくりを行っています。 
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第３章：和光堂ブランドの『もぐもぐ』を支える、品質へのこだわり 

和光堂は、日本ベビーフード協議会の自主規格に準拠した商品づくりをしています。 

●和光堂が守り続ける商品づくりのこだわり 
・業界が定めた“日本ベビーフード協議会の自主規格”に対応 

・自社独自の「厳格な商品設計の基準」を制定 

・赤ちゃんの発達段階に合わせた「赤ちゃん設計」 

・当社の栃木さくら工場・岡山工場では、食品安全の規格「FSSC22000」の認証を取得 

毛髪混入を防ぐ専用衛生服やエアーシャワーなど、衛生管理も徹底 

・異物混入/原料由来の夾雑物（きょうざつぶつ）/アレルギーリスクに配慮したチェック体制 

 

【コラム】なぜ月齢に応じて変えていく必要があるの？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和光堂の厳しい品質管理体制と食品検査体制 
●製造におけるこだわり  

当社の栃木さくら工場や岡山工場では、食品安全の規格「FSSC22000」の認証を取得していま

す。「FSSC22000」は、国際的に認められた食品安全の規格で、お客様に安全な食品をお届けする

ための仕組みを確立、運用することを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母乳や育児用ミルクで育ってきた赤ちゃんが、大人と同じものを食べられるようになるに

は、「食べる機能」を少しずつ身に付けていく必要があります。 

 

離乳食の役割の１つが、食べる機能を身に付けるための手助けをするというもの。 

 

そのため、まずはすりつぶした食品から始め、身体の成長や発達に合わせて徐々に食べ応え

のある大きさ・食感にしていきます。 

 

「グーグーキッチンシリーズ」に使用している、にんじんの大きさは、全部で６種類。 

月齢に合わせて、だんだん大きくしています。 
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■「赤ちゃんもぐもぐラボ」について 

「赤ちゃんもぐもぐラボ」とは、月齢に合わせて素材の大きさや食感にこだわり

ぬいたベビーフードを展開するラボ。 

ママとパパが協力して育児をすることが増えてきた今、和光堂では、安全・安心

な製法で作るベビーフードで、育児を始めたばかりで赤ちゃんの食事に悩みを持

つママ・パパにとことん寄り添います。 

 

 

■「和光堂」ブランドについて 

 「ずっと、赤ちゃん品質。」をブランドメッセージとし、粉ミルクやベビーフード、プレキッズフード、乳幼児向けのおや

つ・飲料、乳幼児向けスキンケア、乳幼児向け医薬品、妊産婦向け食品などを展開しています。ベビーフードなどの食品

では、お子さまの成長段階に合わせた味付け、具材の大きさ、固さ、量、素材のおいしさにこだわった安全・安心な商品

を提供し、お子さまの成長をサポートするとともに、養育者の育児負担軽減に貢献することを目指しています。 

 

 

■和光堂ブランドサイト：https://www.wakodo.co.jp/ 

 

■和光堂乳幼児向け食品 ラインアップ（2025年 10月時点） 
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